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社会貢献意識および「学び」に関する実態調査
【第2弾アンケートに答えて地球に木を植えようプロジェクト結果より】【社会貢献意識・実感について】■社会に貢献したいという意識を持つ人の割合は、9割を超えている。■社会に貢献したいという意識が芽生えたきっかけとして、「東日本大震災」（46％）、「テレビや新聞、雑誌を見て」（34％）が上位に挙がっている。■社会に貢献したいという意識を持つ人の割合が9割を超えるのに対し、貢献していると実感している人の割合は5割に留まる。■社会に貢献していると実感できるシーンとして、仕事やプライベートに関わらず「ありがとう」という感謝の言葉をかけられた時を挙げる人が非常に多い。【社会貢献に関する学びと社会起業家について】■社会に貢献したいという意識を持つ人の割合が9割を超えるのに対し、考える（学ぶ）機会がある人の割合は5割に留まる。更に、実際に考えている（学んでいる）人の割合は低く3割となった。■社会起業家の内容まで認知している割合は、わずか5％。■個人としての立場で、社会に貢献していきたいという意識を持つ人は8割近くに達し、起業や転職によって貢献したいという意識を持つ人は1割に満たない。⇒社会貢献に対する意識の高さに反し、学ぶ機会は決して多いとはいえない。また、社会的課題をビジネスの手法によって解決する「社会起業家」の存在については浸透していない。調査方法 ：インターネットリサーチ調査対象 ：全国の男女調査時期 ：2012年2月2日～2012年3月1日回答者数 ： 25,769名▽集計対象構成［性別］ 男性 13,746名 女性 12,023名［年代］ 15歳-19歳 480名 20代 2,931名 30代 6,502名 40代 7,415名 50代 5,332名 60代 2,559名 70代以上 550名調査項目： ※アンケート内容は、社会起業大学の監修のもとで作成したものです。

1.あなたは、普段の生活の中で、社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思いますか。
2.あなたが、普段の生活の中で、社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思うようになったきっかけや理由をすべてお知らせください。
3.普段の生活の中で、社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思わない理由をすべてお知らせください。
4.あなたは、普段の生活の中で、社会に貢献している、または人の役に立っているという実感がありますか。
5.あなたが、普段の生活の中で、社会に貢献している、または人の役に立っているという実感を持てるのはどのようなときですか。
6.普段の生活の中で、社会に貢献している、または人の役に立っていると実感ができない理由をすべてお知らせください。
7.あなたは、現在の生活の中で、社会貢献について考える（学ぶ）機会はありますか。
8.あなたは、社会的課題をビジネスの手法によって解決する「社会起業家」という存在をご存知でしたか。
9.あなたは、今後どのような立場で社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思いますか。実施機関：Q-VOICE（キューボイス） サイト運営会社： 株式会社ゲイン（社会起業大学、GSLとの3社共同企画）お問い合せ先 広報担当：岡野（おかの）/古賀（こが）

E-mail：press＠gain-www.com TEL：03-5776-2821 FAX：03-5776-2822

＜ 要 約 ＞

調査結果は、回答者数に応じて地球に木を植えるというアンケーのトプロジェクト（第2弾）によるものです。約2.6万人の皆様のご協力により、140本の植林を行うことができました。ありがとうございました！調査結果は、回答者数に応じて地球に木を植えるというアンケーのトプロジェクト（第2弾）によるものです。約2.6万人の皆様のご協力により、140本の植林を行うことができました。ありがとうございました！



全体(n=25769) 90.3        男性 計(n=13746) 89.5        10代(n=184) 86.4        20代(n=960) 82.9        30代(n=2606) 86.4        40代(n=4082) 89.6        50代(n=3522) 91.4        60代以上(n=2392) 92.5        女性 計(n=12023) 91.1        10代(n=296) 90.5        20代(n=1971) 90.6        30代(n=3896) 90.3        40代(n=3333) 91.1        50代(n=1810) 92.9        60代以上(n=717) 93.6        

男性
女性

貢献意識あり（計）46.548.050.041.547.250.751.641.444.7 54.448.546.044.840.632.9

13.314.97.617.8 17.416.914.68.7 11.4 11.817.011.49.810.36.4

30.526.628.823.621.822.025.242.435.0 24.325.132.936.542.054.3

9.710.513.617.113.510.58.57.58.89.59.49.88.97.06.4

公私ともにある 働いている時にある ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄの時にある 公私ともにない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会に貢献したいという意識について、「公私ともにある」が46％、「働いている時にある」が13％、「プライベートの時にある」が30％となっており、全体の9割が社会貢献したいという意識を持っているという結果になりました。
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あなたは、普段の生活の中で、社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思いますか。（単一回答形式）QQQQ
性・年代別傾向 性・年代別にみると、社会貢献意識は、男性30代以下の層でわずかに低い傾向がみられ、特に男性20代でやや目立っています。

社会貢献意識の有無社会貢献意識の有無

凡例： 全体より＋10％以上 全体より＋5％～＋10％未満 全体より-10％以下 全体より-5％～-10％未満



凡例： 全体より＋10％以上 全体より＋5％～＋10％未満 全体より-10％以下 全体より-5％～-10％未満

n= 東日本大震災 テレビや新聞、雑誌を見て 家族や友人など周囲の影響で ボランティアに参加したから 自社が社会貢献に積極的だから 家族の事情で リーマンショック 自社が不祥事を起こしたから その他全体 23261 46.5            34.7            18.6            12.1            9.2              5.8              2.2              0.8              9.7              男性 男性 計 12300 43.8            32.4            16.0            13.0            12.3            4.9              2.8              1.3              10.7            10代 159 51.6            29.6            18.2            15.1            14.5            6.3              3.8              2.5              8.2              20代 796 48.6            31.0            22.5            16.1            16.8            5.0              3.9              2.8              8.7              30代 2254 49.8            26.0            15.5            10.9            12.8            5.1              3.5              1.6              10.1            40代 3655 44.5            29.5            15.3            11.1            13.4            5.2              2.6              1.6              10.5            50代 3223 41.9            33.6            14.4            12.9            12.9            4.5              2.5              0.7              11.6            60代以上 2213 37.3            42.5            17.3            17.1            7.4              4.6              2.3              0.5              11.4            女性 女性 計 10961 49.6            37.4            21.5            11.1            5.7              6.9              1.5              0.4              8.6              10代 268 56.3            32.5            28.0            21.3            6.7              8.2              1.5              0.4              8.2              20代 1786 52.4            34.2            26.0            14.0            9.3              6.4              2.4              0.4              7.3              30代 3516 53.5            35.8            22.1            8.6              5.2              7.1              1.8              0.5              8.0              40代 3037 48.2            36.8            18.8            10.5            5.0              7.2              1.2              0.3              9.7              50代 1683 43.2            43.5            19.8            10.3            4.5              7.2              0.8              0.1              9.4              60代以上 671 40.7            44.0            20.7            17.4            4.0              4.5              1.2              0.4              8.0              

5 .85 .85 .85 .8 2 .22 .22 .22 .2 0 .80 .80 .80 .8 9 .79 .79 .79 .718 .618 .618 .618 .634 .734 .734 .734 .7
9 .29 .29 .29 .212 .112 .112 .112 .1

46 .546 .546 .546 .5
0%10%20%30%40%50%60% 全体男性 計女性 計

社会に貢献したいという意識が芽生えたきっかけについて、「東日本大震災」（46％）、「テレビや新聞、雑誌を見て」（34％）が上位となっており、他の理由を大きく上回る結果となりました。「その他」の理由の中では、「特に理由はない、人として当然のこと」という意見が目立ちましたが、中には「阪神大震災」を挙げる人もみられました。
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あなたが、普段の生活の中で、社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思うようになったきっかけや理由をすべてお知らせください。（複数回答形式）QQQQ
性・年代別傾向 性・年代別でみると、「東日本大震災」は、男女ともに若い年齢で高い反応を示しています。一方、「テレビや新聞、雑誌を見て」は、男性60代以上、女性50代以上の高年齢で高い反応がみられました。

社会貢献意識が芽生えたきっかけ社会貢献意識が芽生えたきっかけ

【その他の内容】・特に理由はない、人として当然（自然）のこと・阪神大震災・家族との死別や自分の病気など【その他の内容】・特に理由はない、人として当然（自然）のこと・阪神大震災・家族との死別や自分の病気など
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n= 自分・家族のことで精一杯で余裕がないから 興味がないから 機会がないから 時間がないから やり方がわからないから 周囲の目が気になるから その他全体 2508 51.3                32.5                27.7                25.4                23.1                4.1                  2.9                  男性 男性 計 1446 46.5                36.9                26.3                26.3                18.5                4.7                  3.4                  10代 25 36.0                40.0                52.0                32.0                24.0                20.0                -                      20代 164 38.4                48.8                27.4                24.4                18.3                8.5                  3.0                  30代 352 45.5                40.1                26.7                29.0                19.0                3.7                  3.4                  40代 427 49.2                36.1                25.3                29.5                19.2                5.4                  2.3                  50代 299 49.2                34.1                22.7                29.1                15.4                2.7                  2.7                  60代以上 179 46.9                26.3                29.6                9.5                  20.1                2.8                  7.8                  女性 女性 計 1062 57.8                26.6                29.5                24.3                29.4                3.2                  2.2                  10代 28 39.3                50.0                28.6                17.9                42.9                3.6                  3.6                  20代 185 48.6                34.1                35.1                30.3                31.9                4.9                  1.6                  30代 380 57.6                27.9                30.8                24.2                32.4                2.1                  1.6                  40代 296 63.2                26.7                23.0                23.0                28.0                3.7                  1.4                  50代 127 66.1                11.0                30.7                25.2                21.3                3.1                  4.7                  60代以上 46 50.0                13.0                34.8                10.9                17.4                2.2                  6.5                  

27 .727 .727 .727 .7 4 .14 .14 .14 .1 2 .92 .92 .92 .9
32 .532 .532 .532 .5 23 .123 .123 .123 .125 .425 .425 .425 .451 .351 .351 .351 .3

0%10%20%30%40%50%60%70% 全体男性 計女性 計

社会に貢献したいと思わない理由について、「自分・家族のことで精一杯で余裕がないから」が51％と非常に高く、続いて「興味がないから」（32％）、「機会がないから」（27％）という結果となりました。
普段の生活の中で、社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思わない理由をすべてお知らせください。（複数回答形式）QQQQ

性・年代別傾向 性・年代別にみると、女性30代～50代で「自分・家族のことで精一杯で余裕がないから」を理由に挙げる人が目立ちます。「興味がないから」は、男性では30代以下の層（特に20代）、女性では10代で多い傾向です。

社会に貢献したいと思わない理由社会に貢献したいと思わない理由
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凡例： 全体より＋10％以上 全体より＋5％～＋10％未満 全体より-10％以下 全体より-5％～-10％未満

※ｎ=30未満は以下凡例適用外
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全体(n=25769) 49.0        男性 計(n=13746) 53.7        10代(n=184) 41.4        20代(n=960) 45.1        30代(n=2606) 47.5        40代(n=4082) 51.1        50代(n=3522) 57.1        60代以上(n=2392) 63.6        女性 計(n=12023) 43.7        10代(n=296) 35.9        20代(n=1971) 41.3        30代(n=3896) 38.8        40代(n=3333) 44.3        50代(n=1810) 51.3        60代以上(n=717) 58.7        

男性
女性

貢献実感あり（計）14.217.512.015.914.517.019.619.310.57.89.59.010.813.014.1

18.0 21.213.6 17.821.822.723.216.814.313.917.913.414.315.27.9

16.8 15.015.8 11.411.211.414.327.518.914.2 13.916.419.2 23.136.7

51.046.458.754.952.548.942.936.456.364.258.761.255.848.641.3

公私ともにある 働いている時にある ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄの時にある 公私ともにない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会に貢献しているという実感について、「公私ともにない」が51％という結果となりました。一方で、「公私ともにある」が14％、「働いている時にある」が18％、「プライベートの時にある」が16％となっており、半数が実感があると回答しています。
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あなたは、普段の生活の中で、社会に貢献している、または人の役に立っているという実感がありますか。（単一回答形式）QQQQ
性・年代別傾向 性・年代別にみると、社会貢献をしているという実感は、男女ともに年齢に比例して高まる傾向がみられました。

社会に貢献をしているという実感の有無社会に貢献をしているという実感の有無

凡例： 全体より＋10％以上 全体より＋5％～＋10％未満 全体より-10％以下 全体より-5％～-10％未満
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社会に貢献していると実感できるシーン（自由記述式回答）について、仕事やプライベートに関わらず「ありがとう」という感謝の言葉をもらった時、という声が非常に多くみられました。また、仕事を通じて社会貢献を実感しているという声も多く、特に男性30代～50代および接客、医療や介護、教育の仕事に従事している方から多く挙げられました。これに対し、女性や仕事をリタイアした方が多い男性60代以上の層では、環境への配慮、地域社会の行事参加、ボランティア活動などにおいて、社会への貢献を実感している声が多く挙げられました。あなたが、普段の生活の中で、社会に貢献している、または人の役に立っているという実感を持てるのはどのようなときですか。（自由記述式回答）QQQQ

社会に貢献していると実感できるシーン社会に貢献していると実感できるシーン
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�「ありがとう」と言われたとき。（男性30代）
�何事にせよ、自分のやっていることがだれかの役に立っていることを実感したとき。ありがとうとかお疲れ様といわれた時は余計に感ずる。（男性60代以上）
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�お客さまの笑顔を見たときです。（男性40代）
�自分がした仕事によって顧客に喜んでもらえ、かつ、実際に社会に活かされていることが実感できたとき。（女性40代）
�自社製品が日本の産業を底辺で支えていると考えているから。（男性50代）
�一生懸命仕事をしているとき。（男性40代）
�会社での植林行事、ゴミ拾い活動への参加個人での募金、節電、ゴミの分別活動など。（男性50代）
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�NPO団体の手伝いをしているときに実感する。（女性40代）
�クリック募金や街頭募金などに参加したとき。（女性40代）
�献血の協力要請に応じたとき。東日本大震災のボランティアに行ったとき。（女性30代）
�ボランティアでいろいろな方のお世話をしているとき。喜んでもらえて次の訪問を心待ちにしている、と言われた時。（女性60代以上）
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�私は専業主婦で働いていないのですが、エコバックを使って買い物をしてるときなど、社会と一緒に環境問題に取り組んでると思います。（女性20代）
�資源を無駄にしないため、きちんと分別したり、電気や水を無駄に使わないようにしたり、食べ物を残して捨てたり、使わないのに買ってしまって古くなり捨てる、ということをしないようにしています。特定の人に役にたっているというわけではありませんが、すこしずつ何かをすることでも、しないよりはいいのではないかと思うからです。（女性30代）
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�子供達の通学、通園の手助け等により子供達の成長を見守る時。（男性60代以上）
�自治会の役をやっている。仕事では成年後見の手伝いをしている。（女性30代）
�スーパーなどで困っているお年寄りを見かけると、積極的に声を掛けて役立つようにしてます。（女性30代）
�学校のPTAで学校行事のお手伝いや町会のお手伝いをしてる時。（女性30代）
�困っている人（特にお年寄り）を見かけると、積極的に声をかけるようにしている。私が出来る範囲で手助けする。（女性30代）
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n= 活動（行動）に時間を割いていないから 自分が行ったことに対し、結果を知る機会がないから 興味がないから その他全体 13148 66.9                           39.2                           8.7                             3.2                             男性 男性 計 6382 64.7                           37.8                           11.4                           3.7                             10代 108 50.9                           50.9                           16.7                           2.8                             20代 527 57.9                           49.1                           15.9                           2.3                             30代 1368 60.5                           43.6                           13.7                           2.9                             40代 1997 65.8                           40.2                           10.6                           3.2                             50代 1511 68.9                           31.0                           9.7                             3.8                             60代以上 871 67.2                           26.5                           9.1                             7.0                             女性 女性 計 6766 68.9                           40.6                           6.1                             2.8                             10代 190 72.1                           43.2                           8.4                             1.6                             20代 1157 68.5                           44.9                           6.6                             2.8                             30代 2384 67.4                           43.2                           6.1                             2.1                             40代 1859 70.5                           37.9                           5.8                             3.0                             50代 880 69.2                           37.0                           5.9                             3.2                             60代以上 296 69.9                           28.4                           5.4                             6.4                             

8 .78 .78 .78 .739 .239 .239 .239 .2
3 .23 .23 .23 .2

66 .966 .966 .966 .9
0%10%20%30%40%50%60%70%80% 全体男性 計女性 計

社会に貢献しているという実感がない理由について、「活動（行動）に時間を割いていないから」が7割近くに達し、最も多い結果となりました。続く「自分が行ったことに対し、結果を知る機会がないから」は約4割となっています。
普段の生活の中で、社会に貢献している、または人の役に立っていると実感ができない理由をすべてお知らせください。（複数回答形式）QQQQ

性・年代別傾向 性・年代別にみると、男女ともに若い層で「自分が行ったことに対し、結果を知る機会がないから」という活動に対するフィードバックを求める気持ちが強い様子がみられました。（特に男性20代以下層）。

社会に貢献しているという実感がない理由社会に貢献しているという実感がない理由
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凡例： 全体より＋10％以上 全体より＋5％～＋10％未満 全体より-10％以下 全体より-5％～-10％未満
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全体(n=25769) 50.5     31.1     男性 計(n=13746) 55.9     35.5     10代(n=184) 67.3     54.3     20代(n=960) 57.4     37.1     30代(n=2606) 47.1     31.1     40代(n=4082) 51.3     33.0     50代(n=3522) 59.3     37.4     60代以上(n=2392) 66.7     39.4     女性 計(n=12023) 44.3     26.1     10代(n=296) 71.3     56.4     20代(n=1971) 45.7     29.5     30代(n=3896) 38.1     20.6     40代(n=3333) 41.7     24.1     50代(n=1810) 50.4     28.1     60代以上(n=717) 57.9     36.6     

男性
女性

考える機会あり（計） 考えている（計）22.526.319.022.722.024.127.534.818.211.516.515.517.622.0 32.6

8.6 9.2 35.314.49.18.9 9.9 4.67.9 44.913.05.16.5 6.1 4.0

19.4 20.4 13.020.316.018.3 21.927.318.2 14.916.217.517.6 22.3 21.3

49.544.1 32.642.652.948.740.733.455.7 28.754.261.858.249.642.00% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

考える（学ぶ）機会を自らつくっている 考える（学ぶ）機会が勤務先や学校で用意されている 考える（学ぶ）機会はあるが利用していない 考える（学ぶ）機会がない

社会貢献について考える（学ぶ）機会について、考える機会があると答えた人（考える機会あり（計））は50％、実際に考えていると答えた人（考えている（計））は31％という結果となりました。
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あなたは、現在の生活の中で、社会貢献について考える（学ぶ）機会はありますか。※複数あてはまる方は、最もあてはまるものを１つお知らせください。（単一回答形式）QQQQ
性・年代別傾向 性・年代別にみると、男女ともに10代では考える環境があり、実際に考えていると答えた人の割合も他の年齢層と比べて高い結果となっています。一方、20代以上になると、年齢に比例して「考える機会を自らつくっている」割合が高くなる傾向がみられました。男女で比較すると、男性の方が考える機会も実際に考えている割合も高いという結果となっています。

社会貢献について考える（学ぶ）機会社会貢献について考える（学ぶ）機会

凡例： 全体より＋10％以上 全体より＋5％～＋10％未満 全体より-10％以下 全体より-5％～-10％未満
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全体(n=25769) 32.3        男性 計(n=13746) 36.8        10代(n=184) 32.6        20代(n=960) 34.9        30代(n=2606) 33.6        40代(n=4082) 34.8        50代(n=3522) 37.2        60代以上(n=2392) 43.8        女性 計(n=12023) 27.1        10代(n=296) 29.0        20代(n=1971) 26.6        30代(n=3896) 22.2        40代(n=3333) 26.8        50代(n=1810) 32.7        60代以上(n=717) 41.5        

男性
女性

認知（計）5.57.08.79.67.96.56.56.13.87.44.93.32.93.95.4

26.829.823.925.325.728.330.737.723.321.621.718.923.928.8 36.1

67.763.267.465.166.365.162.756.272.970.973.577.873.267.358.4

内容を知っていた 聞いたことはあった 知らなかった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「社会起業家」の認知について、認知者は全体の3割程度。ただし、「内容を知っていた」は5％と1割にも満たない結果となりました。
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あなたは、社会的課題をビジネスの手法によって解決する「社会起業家」という存在をご存知でしたか。（単一回答形式）QQQQ
性・年代別傾向

「社会起業家」の認知状況「社会起業家」の認知状況

性・年代別にみると、年齢に比例して「聞いたことがあった」と、なんとなく名前を認知している人が増える傾向がみられました。

凡例： 全体より＋10％以上 全体より＋5％～＋10％未満 全体より-10％以下 全体より-5％～-10％未満

��stu 
vwx/�Py �z"#{| ^$>��}~B K�•€• �or��
�‚��>ƒ„ 
€"#��K�p…	†��‡ˆ�9� �



全体(n=25769)男性 計(n=13746)10代(n=184)20代(n=960)30代(n=2606)40代(n=4082)50代(n=3522)60代以上(n=2392)女性 計(n=12023)10代(n=296)20代(n=1971)30代(n=3896)40代(n=3333)50代(n=1810)60代以上(n=717)

男性
女性

14.818.98.2 18.821.122.121.18.410.15.1 13.69.89.89.76.7

4.1 5.45.4 6.86.65.95.32.72.72.7 3.42.82.42.41.7

76.771.483.2 68.567.067.969.784.882.986.1 77.882.584.184.587.4

2.32.22.74.03.52.21.80.82.41.03.63.41.91.00.4

2.0
5.1

現在の会社で 起業して 個人として 転職先で

3.82.31.81.51.61.93.32.22.01.8
その他 2.12.20.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな立場で社会貢献をしていきたいかという質問に対し、「個人として」が圧倒的に多く76％。これに対し、「現在の会社で」は14％、「起業して」や「転職先で」と答えた人は1割にも満たない結果となりました。

������� �������������������������	 			
�
�
�
� ����

あなたは、今後どのような立場で社会に貢献したい、または人の役に立つことをしたいと思いますか。（単一回答形式）QQQQ
性・年代別傾向

どんな立場で社会に貢献していきたいかどんな立場で社会に貢献していきたいか

性・年代別にみると、男性20代～50代の層で「現在の会社で」という回答が他層と比較して多い結果となっています。
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